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認可の内定があり、計画どおり
の４月１日付移行がほぼ確実な
ものとなった。これを契機に、
さらに公益性の高い事業をライ
フ・サポートセンターとともに
行うことで、労働者はもとより
県民の福祉の向上に寄与できる
よう活動していきたい」と開会
挨拶をして議事に入った。
　議事では、新しい法人体制を
整える役員が提案どおり全会一
致で選出された。

　なお、新役員で開かれた予選理事会において
新たな役員体制が組織され、一般社団法人の４
月１日スタートに向けた準備が整った。

「一般社団法人」へ
2012年度 臨時（第51回）総会を開催

　労福協は、３月５日（火）フレ
ンドパーク石川において 2012
年度臨時（第 51 回）総会を開催
した。
　臨時総会は、来るべく一般社
団法人への移行に向けた諸準備
のため、代議員、特別代議員、
理事、監事総勢 56 名が出席し
て開催されたもので、狩山久弥
理事長が「本年度の最大課題で
あった一般社団法人への移行に
ついては、去る２月７日に移行

狩山久弥理事長

宮下亮専務理事 移行と同時に退任する役員の皆さん
（左から柴田、南、山崎、柚木、湊口、西田、奥井､酒井）

＜一般社団法人石川県労働者福祉協議会役員体制＞
理事長（代表理事）　狩山久弥
副理事長　嶋垣利春
副理事長　中村栄一
専務理事　宮下亮
理　　事　�坂本哲治、横山和男、山口隆、鈴木正美、

高芳晴、吉田寿子、宅本門示、浅野正、
中川博、加藤利行、光林邦彦

監　　事　掛場誠一、天満信夫

＜一般社団法人への移行に伴い役員を退任する方々＞
理　　事

山崎勝博、柚木光、湊口洋伸、西田満明、

中西伊知郎、長﨑正、南高広　（以上７名）

監　　事

柴田康廣、奥井良信、酒井敏次　（以上３名）

永らくのご活躍ありがとうございました。
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　次いで、上野貞彦事務
局長から、2013年度予算
配分案や規約の改正につ
いて説明・提案がされた。
　質疑では、規約の改正
や役員の年齢制限につい
て集中したが、今月開催
するライフ・サポートセ
ンター事務担当者研修会
において再検討した結果
を説明するとともに、各
ライフ・サポートセンター
に書面で連絡するとした。

労福協５０周年記念事業
● �記念植樹
県内各自治体においてＬＳＣと共に実施

● ボランティアコーディネーター養成支援
養成講座受講を推進し、ボランティア活動の輪
を拡大

● 救急救命講習の開催
災害時に限らず普段の生活の備えを充実

● 海外飢餓等生活困窮者の支援
募金カンパにより飢餓等に苦しむ人たちへの支援

● 記念講演の開催
福祉・環境・ボランティアをテーマとした講演
会の開催

　３月５日（火）フレンドパーク
石川２階ホールにおいて、県内
９地域のＬＳＣ代表者ら 50 名
が参加して第９回のライフ・サ
ポートセンター代表者会議が開
催された。
　会議は、狩山久弥理事長が「ラ

イフ・サポートセンター活動を開始して 10 年
を経過し、これまでの活動を検証しつつ新たな
展開を進めるとともに、労福協の一般社団法人
への移行を機に、公益性の高い活動を展開して
いくので協力いただきたい」との開会挨拶で始
まり、宮下亮専務理事がライフ・サポートセン
ター活動の原点と５本柱を説明するとともに具
体的な活動及び労福協 50 周年記念事業につい
て説明・提案した。

（３月25日現在）

開催日 曜日 　　　　行　　事 　　会　　場
４月１日 月 第２回メーデー常任実行委員会 フレンドパーク石川
４日 木 勤文協　撮影研修バス旅行 奈良県吉野
11日 木 中央労福協　地方労福協事務担当者研修会（～12日） 神奈川県
〃　 〃 全国会館協　第２回幹事会（～12日） 静岡県
17日 水 中部労福協　第５回幹事会（～18日） 奈良県
29日 月 メーデー協賛　第22回ボウリング大会 金沢ジャンボボール

５月１日 水 第84回石川県統一メーデー 県中央公園
10日 金 第１回理事会 金沢スカイホテル
16日 木 メーデー協賛　第13回グラウンドゴルフ大会 大和町広場
24日 金 メーデー協賛　第24回ふれあいチャリティゴルフ ツインフィールズ
25日 土 メーデー協賛　第１回パークゴルフ大会 木場潟パークゴルフ場
26日 日 クリーンビーチ石川 金沢市専光寺海岸
30日 木 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展（～６月２日） アートシアターいしかわ
〃　 〃 勤文協　第44回通常総会 フレンドパーク石川

６月５日 水 労福協　第52回通常総会 　　　　〃
６日 木 全国研究集会（～７日）
〃　 〃 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展　小松展（～10日） 小松市民ギャラリー
８日 土 メーデー協賛　第19回囲碁・将棋大会 フレンドパーク石川
13日 木 中部会館協　定期総会（～14日） 金沢都ホテル
〃　 〃 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展　白山展（～17日） 白山市民工房うるわし
20日 木 労信協　第46回定期評議員会 フレンドパーク石川
〃　 〃 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展　加賀展（～24日） アビオシティ加賀
27日 木 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展　七尾展（～７月１日） 七尾パトリア

７月４日 木 メーデー協賛　第45回勤労者写真サロン展　輪島展（～８日） 輪島市文化会館

これからの行事予定

狩山久弥理事長

第９回ライフ・サポートセンター代表者会議

河北LSC
吉川さん

質問する参加者

珠洲・能登LSC
加藤さん
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＜第 6回＞　
　 労 福 協 は、
２月 27 日（水）
フレンドパー
ク石川で役員
17 名が出席し
て第６回理事
会を開催した。
　去る２月 7日に一般社団法人移行の認可申請
について、県公益法人移行認定等審議会におい
て許可とする答申が県知事になされたことなど
が報告承認された。
　また、３月に臨時総会を６月に通常総会を開
催することを決定したほか、来年度事業に向け
たライフ・サポートセンター代表者会議や事務
担当者研修会などを開催することが承認され
た。なお、一般社団法人への移行に際して理事
会承認事項となる次年度の活動計画及び予算案
のほか新体制下における各種規則については、
それぞれ修正を加え次回理事会で審議すること
として閉会した。
＜第 7回＞　
　３月５日（火）フレンドパーク石川で第 7回理
事会を役員 18 人が出席して開催した。
　前回理事会において、再審議事項とした来年
度の活動計画及び予算案と新体制下における各
種規則について、前回理事会に提出した議案
に修正を加えて提案がなされて審議したとこ
ろ、提案どおり承認され、新法人初年度となる

第１回子育て支援セミナーを開催

第 10回ライフ・サポートセンター事務担当者研修会

第６回、第７回理事会を開催

　ろうふくきょ
う子育て支援
ネットワーク
は、3月9日（土）
フレンドパーク
石川において子
育て支援ネット
ワークで初めての子育てに役立つセミナーを参
加者 20 名で開催した。
　講師に能美市の芳珠記念病院副院長で小児科
部長の多賀千之医師が「こどもの病気　こんな
時どうするの？」をテーマに、子供の病気を○
×クイズ形式の聴講者参加型で行われた。
　多賀先生お手製の○×の印
をつけた団扇を参加者全員に配
り、日頃の子育てで良くありが
ちな病気にかかる子どもの症状
をユニークに表現した問題にし
て、○×式に回答させた後、
その回答を先生がテンポ良く、
かつ、分かりやすく説明した。また、医学的に
根拠の無い民間知識は病気に役立たないことや
子どもの症状を注視することが子どもの病気の
見極めに重要であることも話され、会場内は笑
いの絶えない楽しく&知識のつまるセミナー
となった。
ろうふくきょう子育て支援ネット　紙谷加奈子

　県ライフ・
サポートセン
ターは、３月
22日（金）金沢
都ホテルにお
い て、 第 10
回 LSC 事 務
担当者研修会を開催した。
　研修会は、県内９地域の LSC 事務局員や県
LSC 事務局員など計 14 名が参加して行われ、
労福協の一般社団法人への移行や LSC 事業の

活動や会計処理等における変更点について県
LSCから説明した後、質疑を行った。
　この中で、一般社団法人への移行にかかり会
計処理で事業区分を明記することなど新たに増
える作業や繰越金の考え方などについて詳しく
説明されたものの、新たに増える作業に戸惑い
を見せる面もあった。
　さらに、労福協 50 周年事業の取組みの詳細
について、具体的作業手順などを示した説明が
あり、2013 年度の活動実施に向けた研修会を
終えた。

多賀千之医師

第７回理事会

2013 年度の活動に向けての準備が整えられ現
法人下での最後の理事会を閉会した。
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中央労福協第３回地方労福協会議

中部会館協議会

　中央労福協第３回地方労福協会議が３月 12
日（火）～ 13 日（水）にかけて福島県郡山市の郡
山ビューホテルアネックスで開催された。
　福島県での開催は、東日本大震災からの復興
状況を確認する意味も込めて行われ、各地方労
福協、中央労福協から 62 名が参加した。
　東日本大震災の被災死亡者への黙祷から始ま
り、中央労福協の山本幸司副会長が「大きな課
題が３つある。１つは政府が発表した生活保護
基準の見直しにより、憲法が保障する最低限の
生活保障を守れず生活に直接影響する問題であ
ること。２つは今夏の参議院選挙における連合
推薦候補９名の必勝の取り組みは難しい状況に
あること。３つは昨年の国際協同組合年を経て、
協同組合のさらなる連携に繋げることであり、

　中部会館協議会の 2012 年度第３回幹事会が
３月６日（水）～７日（木）福井市の「ユニオンプ
ラザ福井」で開かれ、石川労福協を含む８会員
が出席して会館運営状況や公益法人対応につい
て情報・意見交換を行ったほか、定期総会開催
に向けた議題の審議を行った。
　幹事会は、2012 年度の会館利用の状況報告
や運営に係わる意見交換をしたほか、ほとんど
の会員が対象となり取り組んできた公益法人対
応については２月までに移行未了の全会員が各
主務官庁からの内定を受け、移行への準備が確
実なものとなったことが報告された。
　また、審議事項では 2013 年度定期総会の
日程や議案が確認され本年度の幹事会を終え
2013 年度に向けた準備を進めた。

各
種
集
会
・
講
演
会
・
研
修
会
等
に
は

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
石
川
を

ご
利
用
下
さ
い
。

これらの課題のクリアに取り組まなければなら
ない」と述べて挨拶した。
　続いて、中央労福協や各ブロックからの報告
事項が承認されたのち、中央労福協の大塚敏夫
事務局長が① 2013 年度主要年間日程（案）、②
2013 年度活動計画の具体化、③協同組合と労
働組合の連携強化・利用促進に向けての今後の
議論、④生活保護基準の引き下げへの対応をそ
れぞれ説明し、全て提案どおり確認した。
　最後に、関口邦興税理士から、公益法人制度
による移行に伴う税務について、注意点などの
指摘や説明がされた。各労福協とも運営に大き
く影響することであり、多数の質問・意見が出
されたことで、今後とも中央労福協が問題対応
の窓口となり取り扱うこととした。
　第２日目は、①反貧困全国キャンペーンの在
り方と②各県労福協の組織・財政調査の２項目
を確認したのち、福島県の現状と復興に向けた
取り組みについて「東日本大震災から２年、福
島県の現状と今後そして私達にできる事」と題
して、福島県企画調整部復興・総合計画課主幹
の葉坂聖一氏が講演し、全日程を終了した。

労福協専務理事　宮下　亮

　なお、2013 年度定期総会は、６月 13 日（木）
～ 14 日（金）に金沢市での開催を正式に決めた。

労福協事務局長　上野　貞彦
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　第 84 回目となる石川県統一メーデーの開催
に向けた会議が、３月 19 日（火）連合石川、労
福協など、関係団体から 16 名が参加して開か
れた。
　常任実行委員会の構成メンバーを確認すると
同時に委員会の座長に浅野正連合石川事務局長
を選任した後、本年度も５月１日（水）をメー
デーの基準開催日と定め、金沢中央大会のほか
各地域での対応を求めた。

第84回メーデー　常任実行委員会

　　メーデー協賛行事
第 45 回県勤労者写真サロン展
作品募集
＜写真の部＞

作品受付：５月 18 日（土）、19 日（日）
＜金沢展＞

展示期間：５月 30 日（木）～６月２日（日）
アートシアター石川、終了後、
県内５会場を巡回展示

主　　催：石川県勤労者文化協会　
　　　　　（電話（076）231 － 1746）
詳しくは、主催者にお問い合わせください。

主　　催　�能登島ロードレース実行委員会・
北國新聞社

共　　催　�石川県・七尾市・七尾市教育委員会
主　　管　�石川県勤労者体育協会
後　　援　�石川県教育委員会・㈳七尾市体育

協会・七尾市陸上競技協会
　　　　　㈳石川県労働者福祉協議会
協　　力　�石川県七尾警察署・七尾市医師会・

七尾市交通安全推進隊・能登鹿北
商工会能登島支所・能登島観光協
会・七尾鹿島地域LSC・輪島穴
水地域LSC・羽咋地域LSC

協　　賛　�北陸労働金庫・全労済石川県本部・
連合石川・エース損害保険㈱・の
とじま臨海公園水族館・石川県勤
労者文化協会・石川県労働者信用
基金協会

問 合 先　石川県勤労者体育協会
　　　　　（能登島ロードレース大会事務局）
　　　　　�〒920-0024
　　　　　�石川県金沢市西念３丁目３番５号
　　　　　��TEL 076-223-6675
　　　　　FAX 076-223-6775

申込締切　平成 25 年５月 13 日（月）

参加資格　�18 歳以上（1995. ４. １迄に生まれた）の（全日制学生は除く）全
ての人。但し心臓疾患、肺疾患、腎臓疾患、その他ロードレース
に支障のある疾患に係る既往症又は自覚症状がある者を除く。

インターネット申込受付

・URL http://www.sportsentry.ne.jp/　　スポーツエントリー
・URL http://runnet.jp/　　ランナーズ

勤文協

　また、メーデーに協賛した文化・スポーツの
イベント開催、金沢中央大会でのアトラクショ
ンや東日本大震災「復興支援」について提案・協
議され、骨格となる事項を取決めた。より具体
的作業は、以降の実行委員会において、さらに
協議を進めることで初回の会議を終えた。

＜メーデー協賛行事＞
4 月 29 日（月・祝） 
　第 22回ボウリング大会
　ジャンボボール
5月 1日（水） 
　第 47回勤労者春季ロードレース
　金沢城周辺
５月 16 日（木） 
　第 13回グラウンドゴルフ大会
　金沢市民芸術村「大和町広場」
５月 24 日（金） 
　第 24回ふれあいチャリティゴルフ
　ツインフィールズ
５月 25 日（土） 
　第１回パークゴルフ
　木場潟パークゴルフ場
５月 30 日（木）～７月 18 日（木） 
　第 45回勤労者写真サロン展
　アートシアターいしかわ他６会場
６月９日（日） 
　第 19回囲碁・将棋大会
　フレンドパーク石川



労 福 協

− 6 −
※この機関紙は再生紙を使用しています。

2013年3月25日

勤 体 協

白山・野々市 LSC 金 沢 L S C

第
47
回
県
勤
労
者
冬
季
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会（
３
月
３
日
・

い
し
か
わ
総
合
Ｓ
Ｃ
）

【
フ
リ
ー
】▽
Ａ
①
北
菱
電
興
Ａ
②

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
・
Ａ
③
Ｌ
・

Ａ
・
Ｐ

▽
Ｂ
①
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｔ
ｅ
②
加

賀
組
Ａ
③
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ク
ラ
ブ

▽
Ｃ
①
イ
ー
ス
ト
パ
ー
プ
ル
②
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
・
Ｂ
③
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｖ
Ｃ

▽
Ｄ
①
ド
ラ
ゴ
ン
・
マ
ジ
ッ
ク
②

金
沢
Ｅ
Ｆ
Ｓ
③
小
坂
Ｓ
Ｖ
Ｃ
・
Ａ

【
35
歳
以
上
】▽
Ａ
①
余
喜
Ｓ
Ｖ

Ｃ
・
Ａ
②
弥
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
③

Ｓ
Ｖ
Ｃ
崎
浦
Ｂ

▽
Ｂ
①
米
丸
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
②
Ｓ

Ｖ
Ｃ
ク
ア
ト
ロ
③
ゆ
め
ま
る

▽
Ｃ
①
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｅ
②
ま
っ
て

ら
・
す
と
り
ぃ
む
③
Ｓ
Ｖ
Ｃ
大
徳

Ａ【45
歳
以
上
】▽
Ａ
①
Ｓ
Ｖ
Ｃ
大
徳

Ｂ
②
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
③

な
じ
み
ウ
ィ
ン
グ

▽
Ｂ
①
デ
カ
モ
ニ
②
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｙ

Ｚ
・
Ｂ
③
余
喜
Ｓ
Ｖ
Ｃ
・
Ｂ

▽
Ｃ
①
加
賀
組
Ｂ
②
羽
咋
Ｓ
Ｖ
Ｃ

無
限
③
伏
見
台
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

【
55
歳
以
上
】▽
Ａ
①
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
Ａ
②
銭
五
③
し
ら
み
ね

▽
Ｂ
①
Ｓ
Ｖ
Ｃ
ダ
イ
ナ
②
カ
サ
ブ

ラ
ン
カ
Ｂ
③
ス
タ
ー
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
47
回
県
勤
労
者
冬
季
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会（
３
月
10
日
・
白
山
市

若
宮
体
育
館
）

◇
男
子
①
Ｗ
Ｂ
Ｃ
②
ひ
ょ
っ
と
こ

③
オ
ー
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
ズ
、
宝
電

工
Ｊ
グ
ー
！
！

◇
女
子
①
Ｗ
Ｂ
Ｃ
②
瓢
友
ク
ラ
ブ

③
く
ろ
ゆ
り
ク
ラ
ブ
Ｂ
、
た
ん
と

倶
楽
部
Ａ

◇
混
合
①
千
代
野
ク
ラ
ブ
②
勤
体

協
サ
ー
ク
ル
③
た
ん
ぽ
ぽ
く
ら

ぶ
、
コ
マ
ツ
南
部
ク
ラ
ブ
Ａ

第
47
回
県
勤
労
者
冬
季
卓
球（
３

人
３
ダ
ブ
ル
ス
）大
会（
３
月
10

日
・
金
沢
市
総
合
体
育
館
）

【
硬
式
】◇
一
般
男
子
①
档
の
会
Ａ

②
Ｓ
５
５
Ａ
③
卓
志
会
Ａ

◇
一
般
女
子
①
ｆ
ｆ
星
②
金
沢
ド

リ
ー
ム
Ａ
③
西
南
部
ク
ラ
ブ
椿

【
ラ
ー
ジ
】◇
男
子
▽
シ
ル
バ
ー
①

白
山
ク
ラ
ブ
Ｂ
②
な
な
お
ク
ラ
ブ

③
能
美
ク
ラ
ブ

▽
ゴ
ー
ル
ド
１
組
①
内
灘
ク
ラ
ブ

桜
②
能
美
ク
ラ
ブ
Ｂ
③
南
加
賀
ク

ラ
ブ
Ｂ

▽
同
２
組
①
能
美
ク
ラ
ブ
Ａ
②
南

加
賀
ク
ラ
ブ
Ａ
③
兼
六
ク
ラ
ブ
Ａ

◇
女
子
▽
シ
ル
バ
ー
①
兼
六
ク
ラ

ブ
②
能
美
ク
ラ
ブ
③
南
加
賀
ク
ラ

ブ▽
ゴ
ー
ル
ド
１
組
①
能
美
ク
ラ
ブ

Ａ
②
兼
六
ク
ラ
ブ
③
羽
咋
卓
友
会

▽
同
２
組
①
内
灘
ク
ラ
ブ
松
②
琴

路
ク
ラ
ブ
③
南
加
賀
ク
ラ
ブ
Ａ

第
47
回
県
勤
労
者
冬
季
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会（
３
月
17
日
・
白

山
市
若
宮
公
園
体
育
館
）

男
子
５
組
①
Ｆ
Ｌ
Ｙ　

Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

②
伸
晃
化
学
③
大
徳
丸

第
47
回
県
勤
労
者
冬
季
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会（
３
月
24
日
・
い

し
か
わ
総
合
Ｓ
Ｃ
）

◇
男
子
６
組
①
Ｃ
ｈ
ｏ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｚ
②
サ
サ
キ
ク
ラ
ブ
③
高
岡
中
Ｏ

Ｂ
東
組

◇
女
子
２
組
①
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ

Ｔ
Ｓ
②
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

③
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
北
陸

　「地域貢献の輪
をみんなで広げよ
う」と白山・野々
市地域ライフ・サ
ポート創立 10 周
年事業として、地
域に何か貢献出来

ることはないか？と幹事会での検討を始めまし
た。
　そこで、日頃の家庭や職場での色々な経験を
持ち寄って、誰でも参加しやすい事をテーマ
に、いくつか候
補をあげて選ぶ
こととなり、な
かでも関心のあ
る「福祉法人へ
の協力」を取組
みとすることと
なりました。
　また、今回の取組み ｢社会福祉法人への贈り
もの ｣のほかライフ・サポートセンター活動を
会員や市民に周知するためにチラシを配布する
などして、この活動を開始することとなりまし
た。
　はじめに特別養護老人ホームへの「タオル」贈
呈と障害福祉サービス事業団体の活動のための
｢古着 ｣ 贈呈の提供をお願いしました。｢古着
｣は機械の油を拭くために使うフキン「ウエス」
として裁断して製品化する事業所を選定しまし
た。
　３月 19 日会員などから集められた「新品タオ
ル」200 本余りを社会福祉法人富樫苑へ、「古着」
５包（約 30kg）を松の実園へ、それぞれ持参し
て贈ることができました。
　各施設からは、「会員の皆様によろしく」との
感謝の伝言を賜りました。
　機会があれば、今後もこのような事業が継続
的に展開出来ればと思いました。

白山・野々市地域ＬＳＣ　会長　油　省三

　金沢地域ＬＳＣ
は、連合かなざわ
地域協議会と連携
して昨年に引き続
いて年金（雑所得）
や医療費控除など

の確定申告のお手伝いを行った。
　電話での相談や実際の申告書作成のお手伝い
は、54 件にのぼった。
　このお手伝いによって還付申告となった金額
は合計 468 千円超となり、払い過ぎていた税金
を取り戻すサポートができた。
　来年も取組みます。ご利用ください。

金沢地域ＬＳＣ　事務局次長　吉田　寿子

富樫苑

松の実園

10周年記念事業
「社会福祉法人への贈りもの」


